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p.84. l.2.

誤 (Ω,F ,P)上の確率変数とする．

正 (Ω,F , P )上の確率変数とする．

p.85. 末尾に次の問を挿入.
【問 4.2】 f : R → Rを任意の連続関数として，次が成立することを示せ．

1©
lim

n→∞
Xn = X a.s. =⇒ lim

n→∞
f(Xn) = f(X) a.s.

2©
plimn→∞Xn = X =⇒ plimn→∞f(Xn) = f(X).

p.89. l.6.

誤 ∴　 En :=
[
|Xkn − X| > 1

n

]
とおくと，

∑∞
n=1 P (En) <

∑∞
n=1

1
n2 = π2

6 < ∞と

正 ∴　 En :=
{
|Xkn − X| > 1

n

}
とおくと，

∑∞
n=1 P (En) <

∑∞
n=1

1
n2 = π2

6 < ∞と

p.89. 【定理 4.7】証明 l.4.

誤

≤
m∏

n=k

e−P (En) ∀m > k (∵ e−x > 1 − x).

正

≤
m∏

n=k

e−P (En) ∀m > k (∵ e−x≥1 − x).

p.90. l.1.

誤 【問 4.2】

正 【問 4.3】

p.92. 【定理 4.10】証明 l.1.

誤 Ek := {|Sk| ≥ 3α, |Sj | < 3α, j = 1, · · · , k − 1}, k = 1, · · · , n, とする

正 Ek := {|Sk| ≥ 3α, |Sj | < 3α, j = 1, · · · , k − 1}, k = 1, · · · , n, とする

p.94. 【定理 4.12】証明 l.7.
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誤

= E[Xn] (∵補題 4.2)

正

= E[|Xn|] (∵補題 4.2)

p.95. (4.4)式.

誤

φ(θ) := E[eθX ] ≡
∫

R

eθxdPX(x), θ ∈ R,

正

φ(θ) := E[eθX ] ≡
∫

R
eθxdPX(x), θ ∈ R,

p.96. l.8.

誤 【問 4.3】

正 【問 4.4】

p.96. 下 l.5.

誤 【問 4.4】

正 【問 4.5】

p.97. (4.6) 式.

誤

ϕX(t) = eıµt−σ2
2 θ2

.

正

ϕX(t) = eıµt−σ2
2 t2 .

p.97. 下 l.7.

誤 【問 4.5】

正 【問 4.6】

p.99. l.5.
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誤

= 2πPX((a, b)) + πPx({a}) + πPx({b}).

正

= 2πPX((a, b)) + πPX({a}) + πPX({b}).

p.100. l.2.

誤 {rd; d ∈ D}と一対一に対応している．{rd; d ∈ D} ⊂ Qであるから，高々可

正 {rd; d ∈ D}と一対一に対応している．{rd; d ∈ D}⊆Qであるから，高々可

p.101. 下 l.3.

誤 【問 4.6】

正 【問 4.7】

p.102. 【定理 4.18】証明 l.6.

誤

{x; F (x) < ω} ⊂ {x; F (x) < F (y)} ⊂ {x; x ≤ y}.

正

{x; F (x) < ω}⊆{x; F (x) < F (y)}⊆{x; x ≤ y}.

p.103. 下 l.7.

誤 【問 4.7】

正 【問 4.8】

p.103. 【定理 4.19】– Skorohodの表現定理 l.1.

誤 確率測度列 〈Pn; n ∈ N〉が P に

正 (R,B)上の確率測度列 〈Pn; n ∈ N〉が P に

p.104. 【定理 4.19 – Skorohodの表現定理】証明 下 l.1.

誤 FX+ = FX− = F より，P (X− = X+) = 1であったから，Xn → X a.s. 2

正 ここで，P (X− = X+) = 1に注意すると (【問 4.8】解答例参照)，Xn → X a.s. 2

p.104. 下 l.5.
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誤 【問 4.8】

正 【問 4.9】

p.105. 【定理 4.21 – Hellyの定理】 l.3.

誤 分列 〈Fkn ; n ∈ N〉 ⊂ 〈Fn; n ∈ N〉が存在する．

正 分列 〈Fkn ; n ∈ N〉⊆〈Fn; n ∈ N〉が存在する．

p.105. 【定理 4.21 – Hellyの定理】証明 l.1.

誤 〈qn; n ∈ N〉 ⊂ Qとする．Fn(q1)は，有界であるから，Bolzano-Weierstrass

正 〈qn; n ∈ N〉⊆Qとする．Fn(q1)は，有界であるから，Bolzano-Weierstrass

p.105. 【定理 4.21 – Hellyの定理】証明 l.15–17.

誤 �単調非減少� Fnが単調非減少であるから，極限の FQも単調非減少である．F は，

その定義により，F (x1) ≤ FQ(q), q > x1，したがって，x1 < x2 とすれば，F (x1) ≤
infx2<q FQ(q) ≡ F (x2).

正 �単調非減少� x1 < x2とすれば，F (x1) ≡ infx1<q FQ(q) ≤ infx2<q FQ(q) ≡ F (x2).

p.107. 【定理 4.22 – Prokhorovの定理】 l.3.

誤 N〉 ⊂ 〈Pn; n ∈ N〉が存在する．

正 N〉⊆〈Pn; n ∈ N〉が存在する．

p.107. 【定理 4.22 – Prokhorovの定理】証明 l.6–7.

誤 K ∈ Rが存在する．そこで，各 nに対して，ε > 0を任意として，yを Fn(y) =
Pn((−∞, y]) > 1 − εとなる連続点とすると，F (y) = limn→∞ Fkn(y) ≥ 1 − ε.

正 K ∈ Rが存在する．そこで，すべての nに対して，ε > 0を任意として，yを Fn(y) =
Pn((−∞, y]) > 1 − εとなる連続点とすると，F (y) = limn→∞ Fkn(y)>1 − ε.

p.108. 【補題 4.4】 l.2.

誤

P (R \ [−K,K]) ≤ 7K

∫ 1
K

0

[1 −<ϕ(u)]du ∀K ∈ R.

正

P (R \ [−K, K]) ≤ 7K

∫ 1
K

0

[1 −<ϕ(u)]du ∀K ∈ R+.
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p.109. l.5.

誤 【問 4.9】

正 【問 4.10】

p.109. 【定理 4.24 – Lévyの定理】 l.1.

誤 ϕn, n ∈ N, を (R,B)上の測度 Pn の特性関

正 ϕn, n ∈ N, を (R,B)上の確率測度 Pn の特性関

p.112. 下 l.1.

誤
n∑

k=1

|γnk|2 → 0 (n → 0)

正
n∑

k=1

|γnk|2 → 0 (n → ∞)

p.113. l.6.

誤
n∑

k=1

|γnk|2 → 0 (n → 0)

正
n∑

k=1

|γnk|2 → 0 (n → ∞)

p.113. 【定理 4.26】 l.8.

誤

5© ∀ ε > 0, ∃n0 ∈ N; n ≥ n0 ⇒ max
k∈{1,2,··· ,n}

|Xk − mk| ≤ εcn.

正

5© ∀ ε > 0, ∃n0 ∈ N; n ≥ n0 ⇒ max
k∈{1,2,··· ,n}

|Xk − mk|<εcn.

p.114. 下 l.1.

誤 【問 4.10】

正 【問 4.11】


